
 

 

 

 

 

                                        校長 市川 博康 

 ★1月 15日（木）3年生社会科見学【狭山市立博物館、中央児童館（プラネタリウム）】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★1月２１日（水）５年生社会科見学【川口市ＳＫＩＰ CTIY】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 令和８年１月２４日 

狭山市立山王小学校 

学校だより №３５ 

山王小だより 
創立５０周年 

男子２１３名 女子２０４名 計４１７名 

 科学館では、水と食塩を入れ、底に塩が残る程度までよく混ぜて飽  

和食塩水を作り、蒸発させた後にできた小さな結晶を観察しました。 

 本格的なセットで、カ

メラマンやアナウンサー

等のテレビ局に関する仕

事を体験しました。合成

撮影スタジオでは、空と

ぶ魔法のじゅうたんに乗

って恐竜世界を冒険した 

りしました。 

 狭山市立博物館では、昭和初期の生活様式について民具の実物を用いての説明をしっかりとメモ 

をとりながら聞いていました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内書きぞめ会（競書

会）です。一生懸命取

り組んでいました。 

（1/14）異年齢による「なかよし

タイム」6年生が遊びを考え、遊

びました。 

（1/15）委員会活動

飼育委員会では、お

やじの会と連携し

て魚のふんを利用

して、ほうれん草を

育てています。 

２年生は、九九検定カード

に挑戦中です。 

休み時間には、校長室も行

列ができます。 

（1/23）登

校後、池の

氷を子供た

ちが見てい

ました。 

（1/13）放送、飼育委員会による児童集会 

山王小に関するクイズを出したり、委員会の

仕事内容を紹介したりしていました。 

（1/22）業間休みに

緊急地震速報を流

し、予告なしの避難

訓練を実施しまし

た。教室では、机の

下に避難し、校庭で

は、中心に集まって

避難していました。 



1月 28日（水）研究発表会 

本校では、子供たちの学びをより豊かにするため、来週の水曜日に研究発表会を実施いたします。 

昨年度、今年度と教育活動の主体である児童が自ら学びを深めるためには、まず私たち教職員自身が日々の教 

育実践に対して知的好奇心を持ち、いきいきと研究に励む存在であることが不可欠であると考え、「主体的、探究 

的に学ぶ児童の育成」を研究の核に据えて進めてきました。「やらされる研究」から「自ら求める研究」へ。教職員 

一人一人が自身の課題意識に基づき、互いの実践から学び合う文化が定着し始めたことで、授業改善に向けた 

議論はより深まり、職員室には新たな気づきを共有する活気が生まれています。 

この教職員の「学びを楽しむ姿勢」こそが、子供たちの瞳を輝かせる最良のスパイスになると確信しております。 

当日は、保護者の皆様のご来校はご遠慮いただき、狭山市内の教職員および関係者のみでの実施とさせてい

ただきます。なお、研究発表会で得られた成果につきましては、今後の授業や学校だより等を通して子供たちの学

びの姿としてお知らせしてまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


